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詳しくはこちら▶

Q１　現在の業務内容は？
田中：主に介護サービス情報の公表と介護施設
での感染症対策研修を行っています。サービス提
供事業者と利用者との間の情報量の格差を解消
するため、運営状況等の情報提供を行い、感染症
対策研修では感染拡大の防止を行う現場職員の
育成を支援しています。

荒木：支出・庶務業務
全般と、仙台空港ア
クセス鉄道の公有財
産の管理に関する業
務を担当しています。
県民の方と直接関わ
る機会はあまり多く

ありませんが、課全体の業務やアクセス鉄道の運
営を円滑に進めるための土台となる役割だと思
います。できるだけ迅速にミスなく対応できるよう
心掛けています。

Q2　働く前に不安だったことは？
　　　それは解消されましたか？
田中：関心を持っていた
分野とは異なる部署へ
の配属だったので、働き
始めるまで不安でした
が、実際に働いてみると
現場を訪問することで
新たな学びを得られたり、オフィス改革などの貴重
な経験を積む機会に恵まれたので、現在の部署で
の日々は充実したものになっています。
荒木：入庁前は目標としていた職場で働けること
への期待もありながら、予算や法律のことなどは
何も分からない状態でした。仕事を覚えられるだ
ろうかという不安もありましたが、先輩職員や上司
の皆さんが初日から丁寧に仕事を教えてくださり、
分からないことも気軽に聞くことができたので、
少しずつですが仕事を覚え、担当業務を処理する
ことができています。

Q3　職場の雰囲気はどうですか？
荒木：とても気さくな
方が多く、明るい雰
囲気で働きやすい職
場です。分からない
ことがあっても知識
の豊富な先輩方が丁
寧に教えてくださる
ので、一人で悩むこ

ともありません。入庁前は公務員の職場に堅い
イメージを持っていましたが、良い意味でギャップ
を感じました。
田中：私も以前は県
職員に堅いイメージ
を持っていましたが、
全然そんなことはあ
りませんでした。上司
や先輩方に質問しや
すい環境で、とても働
きやすいです。また、
若手の育成を目的に上司や先輩方から出張への
同行やテレビ出演など、様々な経験を積む機会を
与えていただいており、恵まれた環境で働くこと
ができています。

Q4　同期との関係はどうですか？
田中：入庁後まもなく行われた新任職員研修で
同期との仲が深まりました。昼休みに他愛もない
話をしたり、業務終了後に美味しいご飯を食べ
に行ったりしています。同期にはなんでも相談し
やすく、また、話すことでリフレッシュできるので、
大切な存在です。
荒木：私も４月の辞令交付式での交流会や研修を
通して仲良くなりました。私は高校卒業後すぐに
入庁したので年上の同期が多いですが、年齢に
関係なく仲良くしています。研修が終わってからも
連絡を取り合っていて、地方機関に勤務する同期
ともよく遊んでいます。

Q5　休日の過ごし方やリフレッシュ方法は？
田中：休日は、やったことがないスポーツにチャレ
ンジしたり、行ったことがない場所を訪れたり、
今後の人生の財産となるような新しい経験に時間
を使うことを意識しています。また、最近は和菓子
にはまっており、おやつの時間に和菓子とコー
ヒーの組み合わせを
楽しむことで息抜き
しています。
荒木：休日は同期や
友人と過ごすことで
リフレッシュしてい
ます。家でご飯を作っ
てドラマを見たり、イベントに出かけたり、楽天イー
グルスの試合観戦に行ったりしています。最近は
ラーメンの食べ歩きが趣味になりつつあるので、
体型管理が課題です。

Q6　宮城県職員を目指す方にメッセージ
田中：宮城県には現在、少子高齢化や気候変動、
デジタル化への対応等を要因とした様々な課題
があり、時代の過渡期にあります。宮城県庁はそ
れらの課題に対応するために新たな変化が必要
とされる働きがいのある職場だと感じています。
県職員として宮城の新たな未来を一緒に創って
いきませんか。

荒木：自分の仕事が間接的にでも県民のために
なっていることを感じ、責任をもって業務に取り組
んでいます。県職員は定期的に異動があり様々な
分野の仕事を
経験することが
できます。県に
貢献しながら自
分自身も成長で
きるすばらしい
仕事です。ぜひ
チャレンジして
みてください。
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